









































各学年32時間中 6時間を占め， 「体操，教練，遊戯」から成っていた。大正 4年4月入学 7年
3月卒業の21人のみがこの部で養成された。次いで，大正 7年 2月20日の改正により家事科は
家事裁縫科と体操家事科となり，体操家事科のみが 2年の修業年限に短縮された。
体操家事科は従来の第一部の学科から裁縫，図画がなくなり，体操は 1年では27時間中， 2 
年では28時間中 9時間となったが卒業までの時間には変わりがない。体操の内容は従来のもの
に1年に理論が， 2年に理論と教授法が加わりより専門的なものとなった。体操家事科生には
「体操科ノ内体操，家事」の教員免許状が授与された。大正 9年3月の29人， 11年 3月の29人，
13年 3月の30人， 15年 3月の31人の計 119人が大正期に輩出された。大正15年4月20日に修業
年限を 3年に伸ばした。
私立東京女子体操音楽学校（以後音体と略す）は大正初期には 1部2部共に 1年の修業年限
としていたが，大正 8年4月から体操科本科を 2年とし別科を 1年とした9)。本科生は音楽科
の普通科を兼修することになっていた。当時の課程10)を見ると，体操科は 1年で体操を10時間，
遊戯は行進遊戯と競技を各 3時間，水泳は 1学期に 1時間理論を実施し， 8月に15日間の海水




大正12年4月の改正で男子部と同様に高等科 2年，普通科 1年となるが，未だ「当分」午後 1
時からの授業であった。高等科の課程11)のうち体育関係科目は各年生理 (1年解剖生理衛生，
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16 掛水 通 子
表 2 大正期における体操科教員免許状取得者数（文部省年報「教員免許」による）
年度 区 分 検定を要せざる者 無試験検定による者 試験検定による者 合 計
4.1~3.31 
｀ 
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 i I• 
大正元 体操 （第 1種学校） X 58 ／ X 58 25 ／ 25 3 ~ 3 86 ／ 
／ ／ 
216 
囲45)年度 （第 2種学校） X 123 X 123 
゜゜
2 5 7 2 128 
2 年度 体 操 X 20 X 103 X 123 13 
゜
13 6 1 7 X 210 9 X 103 1 X 12?O 3 
X 34 X 93 X 127 X 1 X 1 X 2 X 35 X 94 X 129 
3 年度 体 操
1 1 19 19 8 3 11 27 4 31 
X 30 X 129 X 159 X 30 X 129 X 159 
体 操
7 7 10 
゜
10 14 6 20 31 6 37 
X 9 
／ 
X 9 V ol/ X 9 ／ X 9 4 年度 剣 道 ゜ ゜ ゜3 3 3 3 X 7 
／ 
X 7 
／ o/ X 7 ／／ X 7 柔 道 ゜ ゜ ゜5 5 5 5 X 30 X 110 X 140 X 30 X 110 X 140 
体 操











X 1 X 9 
／ 
X 9 
5 年度 体操 撃剣






゜ ゜2 2 1 3 3 体操 体操 X 8 X 114 X 122 11 
゜
11 10 2 12 X ?.8 1 X 114 ， X 122 ?3




7 )(4 7 ／ 
X ュ4 ， 1




2 X ？ 1 ／ 
X 14 X 96 X 110 X 14 X 96 X 110 
体操 体操
8 8 12 
゜













0 ~ 0 X 23 ／ X 23 
体操 体操 X 7 X llO X 117 15 
゜
15 15 3 18 X 30 { X llU 3 X 13.1  









1 ~ 1 1 _.,.,.- 1 
9 年度 体操 体操 5 92 97 27 
゜
27 17 2 19 49 94 143 
体操 体操 22 163 185 25 2 27 45 4 49 92 169 261 
10 年度 体操 撃剣 ， ／ ， 0~ 
゜
5 _,/' 5 14 ／ 14 
体操 柔術 8 /／  8 0 ~ 
゜ 2 ------
2 10 ／ 10 
体操 体操 13 92 105 46 2 48 30 2 32 89 96 185 
11 年度 体操 撃剣 10 ／ 10 19 ／ 19 
8 -----
8 37 ／ 37 
体操 柔術 4 ／ 4 13 ／ 13 
2 ----
2 19 ／ 19 
体 操 0 _,.,,-
゜
31 I~ 31 0 ~ 
゜
31 ／ 31 












5 20 ／ 20 
体操 柔術 14 /／  14 3 __, 3 1 タ 1 18 ／ 18 
体 操 0 ~ 
゜
1 ~ 1 0 ~ 
゜ 1 ----
1 
体操 体操 19 109 128 156 3 159 56 1 57 231 113 344 
13 年度
体操 撃剣 5 ~ 5 ， ／ ， 
5 ------
19 ／ 19 5 
体操 柔術 6 ~ 6 10 ／ 16 2 ~ 2 18 ／ 18 
体 操
0 ----- ゜
76 ／ 76 
0 ---- ゜
76 ／ 76 
14 年度
体操 体操 29 127 156 96 37 133 33 1 34 158 165 323 
体操 撃剣 6 ／ 6 13 レ 13 4 ~ 4 23 ／ 23 
体操 柔術 ， ／ ， 19 ／ 19 
3 ----
3 31 ／ 31 
計 520 1,600 2,120 671 45 716 363 33 396 1,554 1,678 3,232 




























教の卒員養業成者を（検目的定とを要したせ官ず立）学校 教 員検 定合 格者 （体操科，体操科ノ内体操）
ムロ
無 試 験 検 定
計こ東女と高京し体師女操高（他科師科も・奈を）主良 第 6臨時教員浪成所 試険検定 （内， 体の操み科、指定校 指（講習会） 許可校 7条3（外国大学卒） 7条5(5年の経験）
元（明45)年度 123 5 
゜ 胄）2 年度 103 
' 
1 
゜ 門）（体埠科と英語科 I） (9も3 年度 （内 1は体操科のみ94） 3 
I 
4 年度 129 6 
゜ 胄）5 年度 110 
゜ ゜
! 1 8)
6 年度 93 2 
゜
! l g)
7 年度 96 --- 3 
゜
(9ふ
8 年度 81 体（体操操家科事ノ内科体操．家茸29） 3 
゜
!91 3) 
9 年度 92 - 2 ゜10 3 4改正から (9も10 年度 134 体操家事科 29 4 ゜ 2 汽）11 年度 92 --- 2 
゜
2 (96 4) 
12年度 108 体操家事科 30 
1゚ 儲1麟4.3卒翡か息ら
か13ら.3 24改正
攣 門 ゜ ゜
t咽）
--- ! l }）13年度 109 
゜ ゜
3 
14年度 96 体操家事科 31 1 
14 12卒 14.3卒 28 m) 37 
小計 1,460 家体事操科家第事1科部 21 33 
119 45(内 1は英語科と共に） 1, 6（ 78 





18 掛水 通 子
表4 大正期における女子の試験検定による体操科教員免許状取得者
4年.1-疫3.31 ＼ 名 前 卒東女数体 子日部体卒女数 卒日女数大 師京卒都女数 そ（不の明他） 合計
元年度 日本女小子大野学校ち（ゃ，『森ぅ ・士） 河日体合（束京ユ・平キ） 吉東女体浦（新涅ケ•平ン） 藪日体（熊本智・士子） 松東女体村（滋賀千•士代） 2 2 I 
゜゜
5 
2年度 東女富体田 定（福枝井•平） l 
゜゜゜゜
1 
3年度 東女藤体本 カ（島根ッ •平） 三H 体好（徳島ウ•タ平ノ） 平日体島（熊本イ•平ト） J 2 
゜゜゜
3 
















8年度 河野ミサヲ（大 王 置（和高歌山代） 中 岩（和和歌山枝） 
゜゜゜゜
3 3 分）













2 2 （女子と思われる者 小林梓，池田純，津田律 内 1名が該当）
12年度
゜゜゜゜゜゜13年度









• 1年度と 13年度の各 1人は確定できない。
・文部省年報各年報，官報各号，文部時報各号，各学校卒業生名簿，同窓会名簿により作成した。
• 9年度までは官報による。元年度～ 4年度及び9年度の（ ）内は族籍を示す。 6~8年度は願書進達地方庁を示す。 10年度以降は文部時報による。族籍等は示されていない。



















参考（朋治期） 7 I 13 4 I 切
ル者 六 尋常小学校本科正教員ノ免許状ヲ有スル者 七 明治四十二年二月以前二於テ教員
免許令二依リ授与セラレタル免許状ヲ有スル者22)」であった。




































大正 9年度合格の天野ちやうは京都府女子師範学校本科第 1部を明治43年 3月に卒業 して
いる。合格までについては未調査であるが，大正15年 4月からは女子聖学院で体操を担当し昭
表 5 私立東京女子体操音楽学校の 表 6 日本体育会体操学校女子部の
試験検定合格者の卒業期別 試験検定合格者の卒業期別
番号 合格年度 名 月`＇l」 卒業期別（年） 番号 合格年度 名 月IJ 卒業期別（年）
1 大正元年度 吉浦ヶ ン‘ 11治期401 部0月（明年 )
1 大正元年度 河合ユキ （高明等治科451年2期7月）
2 I 松 村千代 （1明7治期45年13部月） 2 ” 藪 智子 （高明等治科416期年7月）
3 大正 2年度 富田定枝 18期 13部月
（大正 2年 ） 
3 大正 3年度 三好ウタノ （高大等正科315期
年7月）
4 大正 3年度 藤本カ ツ （明17治期45年13部月） 4 ” 平 島 イ 卜
高吠等正科315期
年 7月）
5 大正10年度 井上千代 （大25正期9年3月） 5 大正 4年度 生越マッョ 高（大等正科41年6期7月）
6 ” 富 永夕 力 高（大等正科417期年12月）
7 II 奥 田志ず 高（大等正科315期年 7月）
8 II 滝 田きみ 高（明等治科451年2期7月）
， I 高橋 ミヨシ 高（大等正科315期
年7月）
10 大正 6年度 細谷ハルジ 高（大等正科62年11期2月）
11 大正 7年度 渡辺 卜 ミ 高（大等正科41年6期7月）
12 大正 9年度 牧野ひで （高大等正科926期
年 7月）
20 掛水通子


























































岩田とみ2-1'.1014) 吉永スマ (IO14) 
3 
13 年度 同左 同左
（規7-程5) 6期（明治417)卒 20期（大正6.7)卒
14 年度 私日立本体東京育会女体子操体学操音校女楽学子校部体高等操科科本（指科定（校許可）校卒 ）卒 37 




























可校はなく，昭和 3年 3月8日許可の同年 3月以後の卒業生に限った中京高等女学校の家事体
操専攻科42)，同年 6月5日許可の昭和 4年 3月以後の卒業者に限った日本女子体育専門学校の
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A Study on the Women's Teachers of Physical 
Education in the Taisho Era. 
- Teachers~ Training school of Women's Gymnastics and Certified 
Women's Gymnastics Teachers for Secondary Schools. — 
Michiko Kakemizu 
25 
In the late Taisho Era, the number of teachers'training school of women's 
gymnastics came 5. They turned out over 1350 graduates in the Taisho era. 
Those Schools except one adviced majoring another subject with gymnastics, the 
years required for graduation from school were 2 years. 
A system of teaches'training school of women's gymnastics completed after 
the early Showa Era when those schools changed a three -year school. 
The way to acquire a teacher certificate of gymnastics were graduating from 
goverment teachers'training schools or passing in a examination or non -examination 
to be qualified as a teacher. In the Taisho Era, the former were 1600 femals 
while the latter were 78 femals. 
One hundred and forty one femals of the graduates of goverment teachers' 
training schools majored gymnastics. It might be that except 141 f emals had 
not consciousness they were gymnastics teachers. 
The number who passed national qualification non -examination increased 1925 
when the graduates of Women's Advanced Course of Japanese Society of Physical 
Education and Tokyo Women's School of Gymnastics and Music were exempted by 
the Education Minister as school of non-examination qualification. However, 95 
per cent of gradua,tes of privete schools were not certified gymnastics teachers. 
This showed the indistinctness of women's teachers of physicad education in the 
Taisho Era. 
